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認知症の人と家族会ってどんな会でしょう？

「認知症の人と家族の会」は、認知症ご本人とご家族が、認知症と共に生
きる中で直面する様々な困難や課題を乗り越え、より良い生活を送れるよ
う支え合うための全国的な組織です。

家族会には、認知症のご本人、若年性認知症の方、ご家族、そして認知
症に関心を持つ多くの支援者が参加しています。47都道府県に支部があ

り、交流会（つどい）、研修会、電話相談など、様々な活動を通じて、お互
いを支え、励まし合っています。

OTが参加することにどんな意味合いがあるのでしょう？

家族が実際にどのようなことに困っているのかを実際に体験すること
は、講義形式の研修だけでは得られない、専門職としての自身の関わ
り方を振り返る貴重な機会となります。当事者やご家族の生の声、そし
てつどいでの助言経験のある委員や他職種、介護経験豊富なご家族
からの助言に触れることで、知識を実際の臨床現場での関わり方へと
繋げるきっかけとなります。

家族会の大切さを改めて実感することができました。

「認知症とは・・、認知症の人が生きていくとは・・、認知症
の家族と一緒にくらすには・・、介護するには・・」ということ
が、一部ですが、理解できたように思いました。座学では
得られない貴重な体験でした。
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